
（様式２） 

令和５年度 城南中学校地域学校協議会プラン 

                                                        

１  学校の課題 

提言①学力の保障と向上を図るため、保護者や地域と連携して生徒の学習習慣の定着を図る。 

提言②ネットリテラシーの向上とスローメディアの一層の推進を図る。 

 

２  提言の実働化に向けた具体的な取組（３者協働の場合） 

                             具  体  的  な  取  組 

 学    校 家    庭 地    域 

 

 

 

提

言 

① 

 

 

 

○ 学力の実態や課題につい

て家庭や地域に説明する。 

○ 放課後学習の場を設定し、

個に応じた支援を行う。 

○ 自主学習ノート（Ｊノート）

の取組を充実・発展させる。 

○PTA総会や学級懇談会等

の場において、家庭におけ

る取組を周知する。 

○ 定期考査前の家庭学習定

着週間の取組内容をメール

や学校便りで知らせ、家庭

内に掲示するよう協力を依

頼する。 

○ 放課後学習ボランティア募

集を校区のコミュニティー

便りや掲示物で広報する。 

○ 校区の所会議で学力の保

障と向上の意義を周知し、

協力を依頼するとともに、意

識の醸成を図る。 

 

 

提

言

② 

 

 

○ ネットリテラシーに係る講

演会等を実施する。 

○ 定期考査前等にスローメ

ディアを実施する期間を設

定し取組例を紹介する。 

○ スローメディア実施期間中

の状況調査を行う。 

○ ネットリテラシーについて、

PTA 活動と関連づけて周

知を図り、学校と連携した

取組とする。 

○ 学校が設定した期間を中

心として、各家庭でスローメ

ディアの取組を実践する。 

 

  ※学校、家庭の２者協働の場合は、「地域」の欄に斜線を引く。 

 

 

３  生徒の成長 

           〈年度初め〉 

①平日の家庭学習１時間未満の生徒割合 

   →第１回調査を基準 

②ｽﾛｰﾒﾃﾞｨｱ期間中のﾒﾃﾞｨｱに関わる時間 

   → 第１回調査を基準 

    〈年度末〉 

①平日の家庭学習１時間未満の生徒割合 

   → １５分増 

②ｽﾛｰﾒﾃﾞｨｱ期間中のﾒﾃﾞｨｱに関わる時間 

   → 第２回調査で第１回調査比３分増 

 

 


